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               編 集 後 記
     ``研究発表を欧(英,独 又は仏)丈 で。,'こ れは国際的な学会に出席
    された方,あ るいは欧米を視察 して来 られた方等の帰朝談の中に必ず と
    いつてよいほど聞かれる書葉の一つです。オランダ化学会誌が私どもに
    案外身近に感ぜられ るのも用語がオ ランダ語でないためとも思われます。
     化研報告は欧文原報の外に,邦 文学会誌に発表された報告の欧訳を も
    掲載できますので極力御利用願いますQ(鶴 田)
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